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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 

（ 八代清流高等 ）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

一人一人の生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として 

尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な

社会の創り手となることができるようにする。 

（１）他者と共によりよく生きるために、人間としての在り方生き方を考え、主体的な判断の下、 

「自律」した行動のとれる生徒を育成する。 

（２）持続可能な社会の創り手となるために、現代的な諸課題に「進取」の気概をもって挑戦し、 

粘り強く課題解決する生徒を育成する。 

（３）多様な人々と協働しながら豊かな人生を切り拓くために、文武両道に努めて心身を「錬磨」 

   し、活力ある逞しい生徒を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）自律（徳）「自律（自立）した行動がとれる生徒の育成」 

（２）進取（知）「主体的・対話的で深い学びのある授業の提供」 

（３）錬磨（体）「特別活動の充実と部活動の奨励」 

 

３ 自己評価総括表 

評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

 

学校 

経営 

地域の

進学希

望者の

夢を叶

える 

 

自律した行

動がとれる

生徒の育成 

①自己管理

能力の育成 

②安全教育

・防災教育

の充実 

③保護者や

地域との連

携 

①ポートフォリ

オの記録やスケ

ジュール管理、

健康観察等でタ

ブレットを有効

に活用する 

②施設の整備・

点検や防災避難

訓練を実施する 

③情報の発信に

より生徒理解を

深める 

Ｂ 

①生徒自身が自分の活動を記

録したり、日頃の健康状態を把

握したりすることで、自律した

行動力の育成を図った 

②校内安全点検と避難訓練を

それぞれ年２回実施し、安心安

全な環境作りや防災意識の向

上を図り、危機管理や命の大切

さを学ぶ機会とした 

③ＨＰの掲載手続きを簡略化

し、更新頻度を上げた。中学校

説明会や学校通信で学校の様

子や雰囲気を外部に発信した 

主体的・対

話的で深い

学びのある

授業の提供 

①指導と評

価の一体化 

②基礎基本

の定着とＩ

ＣＴの活用 

③総合的な

探究の時間

の充実 

①指導と評価の

一体化を目指し

た観点別評価の

ために、２、３年

次の単元シラバ

スやルーブリッ

クを作成する 

②タブレットを

効果的に活用す

る 

③プロメプラン

の対話や実践を

通して探究的な

課題解決能力を

育成する 

Ａ 

①１年次の単元シラバスを作

成し、計画的な授業実践ができ

た。２・３年次についても年度

内に完成予定である。職員研修

では、生徒に観点別評価の意義

や内容をどう伝えていくか、課

題を共有した 

②資料の共有やアンケート、授

業配信等が日常的になった。更

に効果的な活用方法の研究や

検証を進めていく 

③全体計画や実践内容を大幅

に見直し、校外活動や外部連携

の機会を増やすことで活動が

活性化した。探究テーマを深め
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課題解決まで到達することが

今後の課題である 

特別活動の

充実と部活

動の奨励 

①地域への

貢献 

②生徒会活

動の充実 

③部活動の

奨励 

①各種ボランテ

ィア活動に積極

的に参加する 

②生徒が主体と

なって学校行事

を運営する 

③学校通信やＨ

Ｐで生徒の活躍

や戦績等を発信

する 

Ｂ 

①八代海河川・浜辺の大掃除に

は毎年１００人以上が参加し、

地域の奉仕活動に従事した 

②文化祭や体育大会の準備や

運営、校則の見直し等、生徒が

主体となって取り組んだ 

③部活動の大会結果をＨＰに

即時掲載したり、学校通信で紹

介したりして生徒の活躍を発

信した 

魅力あ

る学校

づくり 

 

学校の魅力

発信 

 

効果的な広

報活動によ

る認知と好

感度のアッ

プ 

①中学生や保護

者へのＰＲを充

実する 

②ＨＰの掲載手

続きや操作方法

を簡略化し、更

新頻度を上げる 

Ｂ 

①中学校説明会やオープンキ

ャンパスでは、単位制の魅力や

自由で活発な学校生活の様子

を動画やスライドで説明した 

②部活動の大会後すぐに情報

が発信できるように改善した 

単位制カリ

キュラムの

見直し 

多様な進路

に対応した

多様な科目

選択による

個別最適化

された学び

の提供 

①２年次の選択

科目の幅を広げ

３年次の選択群

を再構築する 

②進路変更へ柔

軟に対応できる

システムに変更

する 

Ａ 

①新教育課程に対応した個別

最適化された学習環境を実現

する教育課程表を編成した。具

体的な運用について構築する 

②前・後期科目選択制度の見直

しを図るとともに、複雑な科目

登録のシステムや手続きを整

理し、全職員の理解をすすめる 

業務改

善・働

き方改

革 

意識改革や

業務改善に

より、やり

がいのある

職場環境の

構築 

業務改善や

働き方の見

直しによる

時間外勤務

の短縮 

①ＩＣＴを活用

した情報共有や

デジタル化によ

る時間短縮及び

ペーパーレス化

を図る 

②毎週水曜日を

一斉下校・定時

退勤日とし、時

間外勤務を短縮

する 

Ｂ 

①連絡サイトの構築や会議等

の資料をデジタル化すること

で大幅なペーパーレス化を図

った。会議の議事録を共同編集

活用し、業務の見える化を図っ

た。職員のＩＣＴ活用スキルを

更に向上させ、多種多様なデー

タ管理や運用を行う 

②部活動数の削減による負担

軽減及び部活動休養日と定時

退勤日を統一したことで時間

外勤務の につながった 

 

学力 

向上 

 

新学習

指導要

領に基

づいた

深い学

びの実

践 

教職員の授

業力向上の

取組み 

・授業力向

上を目指し

た研究授業

の実践 

 

①新学習指導要

領に基づいた授

業評価及び授業

改善、ＩＣＴを

活用した主体的

・対話的で深い

学びの具体的な

取り組みを行う 

②グループ研修

や研究授業の実

践を計画的に行

う 

Ａ 

①シラバスを作成し、新学習指

導要領に基づいた学習計画を

立て、教科内で共通認識をもっ

て授業を行った。各教科で言語

活動やアクティブラーニング

型の授業を取り入れ、より生徒

が主体的に学ぶ授業作りに努

めた。 

②授業研修週間では、言語活動

を多く取り入れ、端末を活用し

た授業を実践するとともに、教

師間で授業を見学し、意見交換

を行った 
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主体的

に学習

に取組

む生徒

の育成 

生徒の自主

的な家庭学

習への取組 

・家庭学習

時間を増や

すための工

夫と学習方

法の指導 

・予習・復習

の徹底と家

庭学習時間

の把握と活

用 

・授業アンケー

トを基に各教科

で家庭学習習慣

の定着に向けた

方策を検討する

・面談週間や家

庭訪問等で学習

の仕方のアドバ

イスを行う 

Ｃ 

授業アンケートでは、「先生の

予習・復習の指示や学習課題の

量は十分である」という項目に

生徒は３９．１％が「ややあて

はまる」、５５．４％が「とて

もあてはまる」と答えている。 

一方で、教師は生徒の予習や復

習、学習内容の定着が不十分で

あると感じており、生徒と教師

が目指すべき学習の量の認識

が共通理解できていなかった 

 

キャリ

ア教育 

 

地域や

社会と

結びつ

いた進

路意識

の高揚 

 

高等教育機

関の理解を

深め働く意

義や社会の

一員として

より良く生

きるための

職業観・勤

労観の育成 

様々な学習

体験を通し

て、学問や

職業には多

くの分野が

あることを

知り、自分

の道を見つ

けようとす

る態度の育

成 

①高大連携出張

講座、大学訪問、

大学説明会、進

路講演会、キャ

リアプランニン

グ活動（インタ

ーンシップ・出

前講座・公開講

座）に主体的に

参加する 

②総合的な探究

の時間に外部機

関や大学と連携

する 

③保護者向け進

路講演会を実施

する 

Ｂ 

①１、２年次を中心に８大学に

よる大学出張講座を実施した。 

大学訪問は実施できなかった。 

進路講演会は、内容を含め年次

とより連携する必要があった。 

保育実習及び小学校算数教室

は校外で実施し、看護講座はオ

ンラインで実施した。２年次の

約４０名が大学（熊本大学、熊

本県立大学、九州大学）の講座

を受講し、上級学校の学問を体

験した 

②総合的な探究の時間では、企

業や学校等に出向き職業観や

勤労観の育成につなげた。警察

や自衛隊、企業と連携を密に取

り、就職指導を行った 

③保護者向け進路講演会は、 

３月に実施予定である 

進路選択に

おける意識

の向上と取

組 

自ら進路に

向き合い、

校内外での

諸活動に主

体的に行動

できる生徒

の育成 

①年間６回の面

談や進路ガイダ

ンス、ＬＨＲや

総合的な探究の

時間を活用し、

進路学習を実施

する 

②総合的な探究

の時間で興味関

心を深める探究

活動を実施する 

Ｂ 

①面談は、科目選択の時期に合

わせて実施した。進路学習は、

ＬＨＲで学部・学科調べを行っ

たが、十分な時間を確保できな

かった 

②３年次生は将来の職業につ

いて、現状や課題についてレポ

ートを作成し、上級学校での学

びと関連させる探究活動を行

った 

進路実

現に向

け、主

体的に

行動す

るため

の環境

づくり 

 

生徒の進路

希望及び学

力、学習時

間、得意分

野、特技等

の把握と学

力の向上 

進路希望調

査や模擬試

験結果の有

効活用と課

外授業の充

実 

①進路希望調査

及び情報共有の

ために進路検討

会を実施する 

②課外授業やタ

ブレットを活用

した学び直し、

基礎基本の繰り

返し学習を実施

する 

③模擬試験やス

Ｂ 

①２年次は、企業を交えた進路

検討会を行い、学習状況の共有

を図った。３年次は、各入試の

出願前に形態について会議を

行い、大学の情報を共有した 

②朝学習ではタブレットを活

用し、英単語等の基礎的事項の

繰り返し学習を行った。１年次

は、朝学習の時間に数学を中心

とした中学校までの内容の学

び直しの時間を確保した 
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タディサポート

から学習時間や

苦手分野を把握

し、改善のため

年次会や各教科

会で分析会を実

施する 

④キャリアパス

ポートを活用し

自己を振り返る

時間を確保する 

③スタディサポートを活用し、

各年次で学習時間や苦手分野、

悩み等について情報共有を行

った 

④キャリアパスポートに記入

する時間を計画的に立ててい

るが、各クラスで時間の確保が

徹底できなかった。生徒の自主

性や継続的な取組という観点

から課題が残った 

コミュニケ

ーション能

力の育成 

 

小論文指導

や面接指導

の充実 

①総合的な探究

の時間や朝学習

を活用し、小論

文の学習を実施

する 

②全職員で小論

文、面接、グルー

プディスカッシ

ョン等を指導す

る 

③口頭試問の個

別指導を実施す

る 

Ｂ 

①小論文は、朝学習に文章の要

約や内容の読み取りを計画的

に実施できた。ＬＨＲでテキス

トや動画を活用した学習を行

ったが、十分な時間を確保でき

なかった。 

②面接は動画を活用し、生徒が

自主的に面接の事前準備に取

り組んだ。総合型選抜や学校推

薦型選抜の受験者が増えてお

り、一人一人に十分な時間をか

けられない場面があった。教材

の導入や志望理由書のポイン

トを進路指導部として検討し

たい 

③口頭試問は、必要に応じ、継

続的に指導を行った。 

進路指導力

の向上 

生徒や保護

者の進路相

談に対する

的確な資料

の提示や助

言 

①複数回、複数

人での進路面談

と記録による継

続的な指導を行

う 

②進路検討会を

実施する 

③学校説明会に

計画的に参加し

情報を共有する 

④進路指導関連

情報を年次連絡

会等で発信する

とともに、個に

応じた情報を発

信する 

Ｂ 

①科目選択で悩む生徒に対し、

担任以外との面談を実施した 

②２年次で特進クラス検討会

を行い、どのような方針や計画

でクラスを設定するのか、年次

主任、進路指導主事、特進クラ

ス担任、授業担当者で協議した

③学校説明会後、報告レポート

を作成し、情報の共有を図った 

④進路指導関連情報の発信を

行っているが、積極的に情報収

集する生徒をより増やすため

に、個に応じた声かけを更に進

めていく必要がある 

 

生徒 

指導 

 

 

生徒の

自律心

と自尊

心の育

成 

 

自ら判断し

、行動でき

る生徒の育

成 

・生徒会及

び各種委員

会活動の充

実 

・服装や生

活態度を自

ら確認する

習慣の育成 

①学校行事等に

生徒会が中心と

なって企画運営

に協力して取り

組む 

②定期的に各種

委員会を実施す

る 

Ｂ 

①学校行事等に生徒会執行部

を始め、各種委員会が積極的に

関わることができた 

②定期的な各種委員会の開催

により、生徒会活動を円滑に行

うことができた 

③生活委員会を中心とした生

徒間で身だしなみの大切さを
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③生活委員会と

生徒会を中心に

生徒の自己点検

や自主的な確認

を促す 

訴えかける取組が不十分だっ

た 

基本的生活

習慣の確立 

時間の厳守 

挨拶の励行 

①５分前行動を

徹底する 

②語先後礼を周

知し、挨拶運動

に取組む 
Ｃ 

①全校集会等の多くがリモー

ト開催となった影響から時間

に対する意識の低下が見受け

られた 

②「礼に始まり礼に終わる」と

いうメリハリのある行動が、学

校生活の充実につながること

を伝えきれなかった 

明るく

楽しい

学校づ

くり 

規範意識が

高い生徒の

育成 

 

生徒間交流

の実施や部

活動の充実 

①生徒会企画で

全学年参加の行

事を実施する 

②部活動を中心

とした地域の清

掃活動への参加

を促す 

Ｃ 

①コロナ禍により予定してい

た活動ができなかった面も多

かったが、できる範囲で活躍の

場面を設定した 

②多くの生徒が部活動で活躍

をみせた。球磨川河口域の清掃

活動に積極的に参加すること

もできた 

交通指

導の強

化 

交通マナー

の向上 

・交通安全

教育の徹底

及び加害事

故０件 

・自転車の

鍵かけ（二

重ロック）

推奨 

①年度当初に交

通講話を実施す

ることで、交通

安全意識の高揚

を図る 

②自転車点検時

に二重ロックの

確認を行う 

Ｃ 

①交通講話の実施直後は交通

安全の意識を高めることがで

きたが、機会があるごとに安全

意識について呼びかける必要

性を感じた 

②自転車の施錠については、私

物の管理意識を高める観点か

ら根気強く継続的に呼びかけ

を行っていく 

 

人権 

教育の

推進 

 

命を大

切にす

る心を

育む指

導 

 

命を大切に

する心を育

む取組の充

実 

授業、学校

行事、特別

活動等のあ

らゆる場面

において人

権尊重の理

念に立った

取組 

全教科全領域で

「生徒の命を大

切にする心」を

育む指導を行い

自らの存在を肯

定的に捉えられ

るような教育活

動を行う 

Ａ 

全教職員が授業やＬＨＲ、学校

業事等で人権教育を実施した。

自己肯定感を実感できる機会

を多く設け、自分自身だけでな

く他者の命も尊重できる意識

を向上させた。人権教育講演会

では、交通死亡事故遺族の方に

被害者の立場でお話していた

だき、命の大切さを学ぶ機会を

設けた 

自分の夢や

目標の明確

化 

 

キャリア教

育の充実を

図るととも

に、人の役

に立つこと

や他者の価

値観を尊重

する姿勢の

育成 

①進路目標の設

定、目標に向け

た授業の選択、

総探の発表会等

を通して目標達

成のための具体

策を考えさせる 

②学校行事やボ

ランティアに積

極的参加を促す

ことで自己有用

感を醸成する 

Ｂ 

①ＬＨＲや総合的な探究の時

間を活用し、進路目標について

適性や能力を考慮しながら目

標設定から達成までの具体策

をそれぞれ考えさせた 

②学校行事をできる限り実施

することやボランティア活動

をタブレットの掲示板に掲載

することで、主体的な活動への

参加を促した 

③単位制面談や個別面談の時

間を設け、充実を図った。生徒
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③単位制面談や

個別面談を充実

させる 

の興味関心や希望に応じて個

別面談を実施するとともに科

目選択を充実させ、目標実現に

向け、考える機会とした 

部落差別を

はじめとす

る個別的な

人権課題に

対する理解

と啓発 

新型コロナ

ウイルス感

染症に関す

る人権問題

事案の未然

防止 

①身近な差別や

水俣病・ハンセ

ン病と同様に新

型コロナウイル

ス感染症に対す

る偏見や差別が

生じないよう正

しい知識や情報

発信を行い、人

権感覚を養う 

②３年間で９回

の人権教育ＬＨ

Ｒを実施する 

Ａ 

①全職員により、ほぼすべての

分野で指導ができた。啓発ポス

ターを昇降口や掲示板に掲示

した。新型コロナウイルス感染

症についてリーフレットや安

心安全メール等を活用し、生徒

のみならず家庭にも情報発信

ができた。人権教育講演会では

命について沈思黙考ができた 

②１年次より計画性をもって

系統的、体系的にＬＨＲを実施

し、知識の進化を図っている 

職員の

人権意

識の高

揚 

 

職員研修の

充実と人権

教育の視点

に立った指

導の実践 

校内研修会

の計画的な

実施を通し

て人権意識

の向上と生

徒との信頼

関係の構築 

①年間３回、校

内外の人権教育

研修に参加する 

②一人一人を大

切に、それぞれ

の能力や適性に

応じた指導、支

援を行う 

Ａ 

①計画通り年間３回の研修が

実施できた。研修の感想や意見

を集約・共有し、人権問題を多

面的に捉え、解決の糸口とした 

②身体的な特性のある生徒に

は要望に応じた配慮を行った。

特別な支援を要する生徒に別

室の準備や相談体制の確立等、

最大限の配慮を行った 

生徒の

人権意

識の高

揚 

豊かな人権

感覚を身に

付けた生徒

の育成 

他者を尊重

する意識・

意欲・態度

の育成 

①ＬＨＲをはじ

め各教科で人権

教育に取組み、

各部署と連携し

た人権課題に日

常的に触れる機

会を作る 

②生徒主体の啓

発活動（いじめ

撲滅宣言等）を

行い、保護者や

地域に発信する 

Ａ 

①全生徒による人権作文を作

成し、他者を尊重する意識や意

欲、態度を育成した 

保健室や図書館等と連携し様

々な取り組みを実施した。 

②生徒会を中心に人権意識を

高揚させる啓発を行った。八代

地域児童生徒実行委員会に参

加し、小中学生と共に「人権子

どもフェスティバルinやつし

ろ」を成功させた 

 いじめ

の防止 

 

生徒の背景

を把握した

適切な支援

・指導 

生徒の背景

について共

通理解を図

り、いじめ

防止につな

げる 

①生徒理解研修

を年間３回実施

する 

②保護者と連携

し、生徒に必要

な支援や指導を

全体で行う。職

員間で情報を共

有する 

③ 外 部 指 導 員 

（ＳＣ、ＳＳＷ

等）を活用し、適

切な助言を得る 

Ａ 

①４、６、１１月に生徒理解研

修を実施し、課題を抱えた生徒

について共通理解を図った 

②１１月研修時には「自傷行為

と希死念慮」についてＳＣによ

る講話を実施し、全職員で生徒

理解の視点を学んだ 

③心配な生徒については早期

にＳＣへとつなぎ、ＳＳＷと連

携した支援も行った。必要に応

じて保護者と連絡をとり、こま

めに面談等を実施し、支援にあ

たった 
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いじめの未

然防止の働

きかけ 

豊かな情操

や道徳心、

社会性の育

成 

①朝読書の時間

を確保し、充実

させる 

②芸術鑑賞会を

実施し、情操教

育の充実を図る 

③ストレス対処

ＬＨＲを実施す

る 

Ａ 

①定期テスト後、２週間ずつ実

施した。 

 

②今年度は演劇「ヘレンケラー

～ひびき合うものたち～」を鑑

賞した。 

 

③前期１回、後期１回、全年次

を対象にストレス対処教育Ｌ

ＨＲを実施し、ＳＳＴに取り組

んだ 

いじめ

の早期

発見 

アンケート

によるいじ

めの早期発

見 

いじめの実

態を把握し

、迅速かつ

適切に対応 

１、２年次生は

３回、３年次生

は２回の生徒・

保護者アンケー

トを実施し、結

果を速やかに共

有する 

Ａ 

アンケート実施後の対応マニ

ュアルを全職員に周知し、注意

を要する回答については当日

中に共有し、迅速な対応ができ

る態勢づくりを行った。職員、

生徒には会議や校内放送を通

して結果を報告し、問題点の共

有を図った。学期ごとに外部指

導員を含めたいじめ問題対策

委員会を開催し、共通理解を図

った。 

担任との面

談によるい

じめの早期

発見 

 

生徒一人一

人に対する

きめ細やか

な観察力の

向上 

日頃から生徒に

対する声かけを

積極的に行いい

じめの早期発見

に努める。面談

週間等を活用し

話しかけやすい

雰囲気や環境づ

くりに努める 

Ａ 

①生徒の観察と声掛けを職員

に呼び掛け、面談週間を活用し

て担任、副担任を中心に生徒の

心身の状態を把握した。「心と

体の振り返りシート」を基に、

サポートの基準ラインを超え

た生徒への面談を行い、必要に

応じてＳＣへとつなぎ、問題の

早期発見に努め、早期対応を行

った 

スクールカ

ウンセラー

との連携に

よる生徒状

況の把握 

専門的見地

からの助言

による生徒

の状況把握

及び問題の

早期発見 

スクールカウン

セラーの来校日

を周知するとと

もに、アンケー

ト結果をもとに

積極的に面談に

つなげる 

Ａ 

スクールカウンセラー来校日

を行事予定表や教育相談だよ

りで周知した。アンケートで不

安を訴えた生徒を中心に積極

的にカウンセリングにつなぎ、

ＳＳＷとも連携して支援にあ

たった。希望者が多く、カウン

セリングの順番待ちが出てし

まう点が課題である 

「心の

きずな

を深め

る」た

めの取

組 

「心のきず

なを深める

月間」にお

ける取組み

の充実 

生徒が主体

的にいじめ

防止につい

て考えるた

めの取組 

①保健委員会で

きずなを深める

メッセージカー

ドを記入し、教

室に掲示する 

②図書委員会で

きずなを深める

本を選書し、紹

介する 

③全校生徒で、

きずなを深める

Ａ 

①「自分と他者を大切にし、き

ずなを深めよう」をテーマに、

フルーツ型のカードにメッセ

ージを書き、広用紙で作った木

に貼る「きずなの木」作成を、

保健委員を中心に行った。作品

を教室に掲示したことで、他者

を大切にし、いじめを許さない

雰囲気の醸成につながった。 

②図書委員は「なかま」をテー

マに選書し、図書室内にコーナ
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標語づくりに取

り組み、他者の

作品に触れるこ

とでいじめ防止

の感覚を高める 

ーを設けて紹介を行った。 

③全生徒に「きずなを深める」

標語作り、美術部、書道部をは

じめ有志にポスター、書を募集

した。標語は県の主催するコン

クールに出品した。 

 

地域連

携(ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ･ｽｸ

ｰﾙ等) 

 

総合型

コミュ

ニティ

スクー

ルの推

進 

 

学校運営協

議会を通じ

た連携協力

体制の構築 

本校教育へ

の理解と協

力による学

校の活性化 

学校運営協議会

を年２回実施し

学校や地域の課

題を協議する 

Ａ 

本校教育活動の取組や課題に

ついて意見交換を行い、様々な

提言を得るとともに、地域連携

や協力体制について確認した 

熊本地震や

県南豪雨を

教訓とした

防災体制と

防災教育の

取組 

学校防災マ

ニュアルの

運用と研究 

学校防災マニュ

アルを周知し、

生徒引渡しや備

蓄について協議

する 

Ｂ 

防災マニュアルを全職員に配

布し、災害時の行動について確

認した。備蓄品の消費期限等を

確認し、データ化した 

地域と連携

した防災教

育の充実 

防災避難訓練の

見学や防災教育

ＬＨＲについて

協議する 

Ｂ 

コロナ禍により地域と連携し

た避難訓練は実施しなかった。 

地震と火災に分けて訓練を実

施、避難経路を確認し、迅速に

行動ができた 

地域と

ともに

ある学

校づく

り 

地域理解や

保護者との

信頼関係の

構築 

探究活動を

通した地域

貢献や学校

行事の協働

活動による

生徒の育成 

総探や学校行事

を通して、地域

や育友会とより

良い関係づくり

に努める 

Ｂ 

校外の調査研究活動の活性化

やコロナ禍における行事の一

部参観及びオンライン配信の

充実等、可能な範囲で生徒の活

動の様子を地域や保護者に伝

えることができた 

 

４ 学校関係者評価 

【学校経営】 

・単位制カリキュラムについては、シラバスにより授業のゴールを生徒と教師が共有することは 

大変良い取り組みだと思います。生徒にとっても授業選択の指標になるとともに学習効率の向上

にもつながると思います。 

・プロメプランは優れた教育方策であり、これを更に深めて課題を解決できる力を深めていただき

たい。 

・タブレットが有効活用されていて良いと思います。魅力発信は、ＨＰの更新頻度を上げてもらえ

ば見る側も楽しみになります。 

【学力向上】 

・授業の充実については、他の項目の成果等からも十分取り組まれていることが把握できました。 

・家庭学習については、指導が難しい面もあるかと思いますが、量的な部分だけでなく、質的な家

庭学習の向上に向けた取り組みが今後実践されることを期待します。 

・家庭学習と学習内容の定着に努力されていることが窺えます。事前準備反復確認という行動は、

社会人になるとより重要で、組織においても求められます。引き続きの取り組みを期待します。 

・教師間での授業見学や意見交換で意識の向上が図られていると思います。 

・予習、復習がもっとできるように、どのように取り組むのか具体的に生徒に伝えてほしい。 

【キャリア教育】 

・進路指導に関しては、面談等により生徒に寄り添った指導をされている印象を受けました。 

・文章力、表現力は、将来的にも必要不可欠な力であり、受験に際しても少しの工夫で他の受験生

と差を付けることができる部分だと思いますので、引き続き試行錯誤していただきたい。 

・口頭試問対策については、学外と連携した取組等を行われてもよいのでないかと思います。 

・個々に応じた取り組みが必要な分野であるので、できるだけ時間の確保ときめ細かな対応をして

いただきたいです。 

・来年度は、大学訪問ができたらいいと思います。また、面談に十分時間を確保してもらいたい。 
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【生徒指導】 

・自己評価が低い項目については、次年度以降の取り組みに期待します。 

・コロナ禍の教育困難な部分が表れていると感じました。「空白の期間」をできるだけ埋めるよう

に、人間性を高める教育を続けていただきたいです。 

・生徒会を中心に活動ができている。 

【人権教育】 

・生徒だけでなく職員についても研修等により堅実に人権教育の推進が図られています。 

・非常に丁寧に人権教育を継続されていると感じました。これからの社会では大事な分野であり、

社会に出て役立つと思います。 

【いじめの防止】 

・ＳＣやＳＳＷの活用は、順番待ちが出るほどと聞き、自分で抱え込まず相談しようという姿勢は

良いことだと思います。 

・いじめ防止と早期発見に努力されていることがよく分かります。生徒とのコミュニケーションを

大切にしてください。 

【地域連携】 

・総合的な探究の時間を活用して、地域に目を向ける取り組みが充実していると感じています。 

・八代市が実施する未来創造塾を取り込んだ時間を作っていただいたことは、地域で事業を営む 

 塾生にとって良い機会になったと考えます。 

・地域学習や探究活動の経験や成果が、上手く生徒のキャリア形成につながることを期待します。 

・地域との連携をやりにくい社会状況でしたが、今後は取組を広げていかれることを期待します。 

【その他】 

・全体を通して、学校経営やキャリア教育の項目が生徒に寄り添った取り組みを実施されている 

印象を受けました。 

・３年生は、コロナ禍の入学で制限の多かった学校生活、そしてコロナ禍の中、卒業されます。 

そういう厳しい社会環境の中で今できることを見つけて、しっかりと成長してきました。卒業 

おめでとうと心から伝えたいです。 

・生徒指導は、良いことも悪いこともきちんと時間を取って指導をお願いしたい。 

 

５ 総合評価 

自己評価は全職員にアンケートを実施し、１～４段階評価で平均３．０以上をＡ、２．５以上～

３．０未満をＢとした。全項目の平均値は、２．８７であり概ね目標を達成できたと考えている。

特に学校経営については、学習評価とＩＣＴ活用の取組、総合的な探究の時間と単位制カリキュラ

ムの再構築が高い評価を得た。また、人権教育といじめ防止については、ほぼすべての項目がＡ評

価であり職員研修の充実や外部人材の有効活用、ケース会議等、係や各年次を中心としたきめ細か

い対応の成果であると捉えている。一方で、生徒指導に関する項目の評価が低く、指導が不十分だ

と感じており、生活指導や交通安全教育等、次年度の課題であると考えている。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

・熊本スーパーハイスクール構想では、イノベーションハイスクールの指定を受け、総合的な探究 

の時間（プロメ・プラン）の深化・発展や高校間連携（One Teamプロジェクト事業）を通して、 

地域に貢献する人材育成のフロントランナーとしての役割を果たしていきたい。 

・令和２年度から２年間、国立教育政策研究所の指定による学習指導と評価方法の工夫改善の取組

を踏まえ、継続して学習評価の実践研究に取り組む。 

・交通安全教育やＳＮＳの正しい使い方を含めたデジタル・シチズンシップ教育を推進し、生徒の

命を守る教育の充実を図る。 

 


